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～ 主な内容 ～    

■ふかや緑の王国建設計画
■沈思黙考「花の持つパワー」
■深谷市環境基本計画策定
■市職員の募集
■深谷市地域情報化計画策定
■笑いと健康講演会
■ちいきの安心ホッとラインがスタート
■夢なかるべからず「銀色に輝く宿命」

　　　　表紙：深谷駅とチューリップ（撮影：竹内俊雄氏）

特集 　平成 20年度当初予算特集 　平成 20年度当初予算

深谷市の人口と世帯　
■  人口　147,972（＋   45）
■  男性　  73,861（＋　30）
■  女性　  74,111（＋   15）
■  世帯　  53,073（＋   85）
　　平成20年3月1日現在（前月比）
 　 （外国籍のかたも含みます）

4月広報
新連載！新連載！譲葉の賦 ～桃井可堂伝～譲葉の賦 ～桃井可堂伝～



　平成20年度施政方針　ー　将来都市像の実現に向けて、「実践」の年に　ー
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表１　会計別予算一覧
■一般会計
市の会計の中心で、市
の基本的な経費を扱う
会計です

■特別会計
特定の資金で、一般会
計と区別して事業を行
う会計です

■企業会計
民間企業のように、独
立採算により事業を行
う会計です

※△はマイナスを表します

区　　　　　　　分 本年度予算額 前年度予算額 比　　　　　　　較
一　　般　　会　　計 42,155,000 41,055,000 1,100,000 2.7

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 14,486,508 13,588,779 897,729 6.6
老 人 保 健 特 別 会 計 1,068,882 9,677,259 △ 8,608,377 △ 89.0
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 1,698,994 ー 1,698,994 ー
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1,703,883 1,475,095 228,788 15.5
国済寺土地区画整理事業特別会計 753,508 658,612 94,896 14.4
岡中央土地区画整理事業特別会計 178,782 212,975 △ 34,193 △ 16.1
武川中央土地区画整理事業特別会計 20,273 13,878 6,395 46.1
小前田駅北西部土地区画整理事業特別会計 190,501 150,667 39,834 26.4
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,214,992 1,139,974 75,018 6.6

小　　　　　計 21,316,323 26,917,239 △ 5,600,916 △ 20.8
企
業
会
計

下 水 道 事 業 会 計 4,071,745 3,315,996 755,749 22.8
水 道 事 業 会 計 4,072,343 4,242,756 △ 170,413 △ 4.0

小　　　　　計 8,144,088 7,558,752 585,336 7.7
合　　　　　計 71,615,411 75,530,991 △ 3,915,580 △ 5.2

【単位：千円・％（少数第2位四捨五入）】

深谷市一般会計予算 歳入･歳出の内訳

市税
191億3,000万4千円

（45.4%）

地方交付税
50億9,171万4千円
（12.1%）

国庫支出金
37億8,060万6千円

（9.0%）

市債
27億7,548万2千円

（6.6%）

繰入金
17億7,962万3千円

（4.2%）

県支出金
17億5,880万2千円

（4.2%）

繰越金
15億円
（3.6%）

分担金及び負担金
13億6,124万2千円

（3.2%）

地方消費税交付金
12億8,229万5千円

（3.0%）

諸収入
10億3,647万3千円

（2.5%） その他
26億5,875万9千円

（6.3%）

民生費
137億8,919万2千円

（32.7%）

総務費
57億1,926万2千円
（13.6%）土木費

56億1,978万5千円
（13.3%）

教育費
46億7,697万円
（11.1%）

衛生費
39億5,136万9千円

（9.4%）

公債費
36億8,443万7千円

（8.7%）

消防費
20億7,766万6千円

（4.9%）

農林水産業費
14億1,715万3千円

（3.4%） その他
12億1,916万6千円

（2.9%）

歳 入
421億5,500万円 

歳 出
421億5,500万円 

構成比は、少数第2位で四捨五入しているため、合計が100%にならない場合があります。

その他
122,111円教育費

31,607円

土木費
37,979円民生費

93,188円

歳出
284,885円

市税計
129,281円

市たばこ税
6,095円

都市計画税
3,429円 その他

1,549円

市民の皆さん1人当たりが負担する税金
一般会計予算（人口は3月 1日現在の147,972人で換算）

市民の皆さん1人当たりに使われるお金
一般会計予算（人口は3月 1日現在の147,972人で換算）

市民税
60,982円

固定資産税
57,226円

深谷市長
新井  家光

　

平
成
20
年
度
は
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協

力
を
頂
き
策
定
い
た
し
ま
し
た
総
合
振
興

計
画
に
基
づ
き
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
「
実
践
」
の
年
で
あ
り

ま
す
。

　

私
の
市
政
運
営
に
お
け
る

３
つ
の
基
本
理
念
、「
次
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ

と
」、「
地
域
の
伝
統
と
自
然
を

守
り
、育
て
る
こ
と
」、そ
し
て
、

「
公
正
・
公
平
・
公
開
の
市
政

運
営
を
進
め
る
こ
と
」
に
基
づ

き
、
市
民
皆
様
の
信
頼
を
頂
き

な
が
ら
、
将
来
都
市
像
「
夢
を

育
み　

明あ

す日
に
飛ひ

翔し
ょ
う

す
る　

笑
顔
都
市　

ふ
か
や
」
の
実
現
に
向
け
、
市
政
運
営
に

全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
今
年
度
は
、
市
民
生
活
を
支
え
る

基
本
で
あ
り
ま
す
産
業
振
興
へ
の
取
り
組

み
と
「
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
づ
く
り
」

に
よ
る
「
市
民
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

景
気
の
先
行
き
に
対
す
る
不
安
材
料
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
に
も
増
し

て
、
景
気
の
動
向
に
注
視
し
、
行
政
と
し

て
機
敏
に
対
応
す
る
体
制
を
整
え
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、地
場
産
業
で
あ
る｢

花｣

と｢

植

木｣

産
業
の
振
興
を
図
り
な
が
ら
、｢

ガ
ー

デ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
づ
く
り｣

で
培
っ
た

「
市
民
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本

に
、「
ふ
か
や　

緑
の
王
国
」
と
称
し
て
、

市
民
活
動
が
中
心
と
な
る
新
た

な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向

け
、
市
民
の
皆
様
と
手
を
携
え

な
が
ら
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

中
国
の
戦
国
時
代
か
ら
漢
に

か
け
て
作
成
さ
れ
た
「
晏あ
ん
子し 

春し
ゅ
ん

秋じ
ゅ
う

」
と
い
う
説
話
集
の
中
に
こ
の
よ
う
な

言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
為
す
者
は
常
に
成
り
、

　
　
　
　

行
う
者
は
常
に
至
る
」

　
「
実
行
し
な
け
れ
ば
、
何
事
も
成
し
え
な

い
」
と
い
う
、「
実
行
」
の
大
切
さ
を
述
べ

た
言
葉
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
決
意
を

も
っ
て
、「
実
践
」
の
年
、
平
成
20
年
度
の

深
谷
市
政
を
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

特集 平成20年度当初予算概要平成20年度当初予算概要

（前年度比5.2％減）総額  716億1,541万１千円総額  716億1,541万１千円
　

市
の
財
政
状
況
は
、
職
員
数
の
削
減
な
ど
に
よ
り
人
件
費
は

減
少
し
て
い
ま
す
が
、
福
祉
に
係
る
経
費
や
借
入
金
の
返
済
な

ど
の
義
務
的
な
経
費
は
増
加
し
て
お
り
、
財
政
構
造
の
硬
直
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。
一
方
、
景
気
の
先
行
き
不
透
明
感
が
漂
う

中
、
市
税
な
ど
の
収
入
で
は
、
今
後
も
大
幅
な
増
加
は
見
込
め

ず
、
ま
た
、
地
方
交
付
税
の
減
少
傾
向
も
し
ば
ら
く
の
間
は
続

い
て
い
く
と
考
え
ら
れ
、市
の
財
政
運
営
は
厳
し
い
状
況
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
平
成
20
年
度
当
初
予
算
に
つ
い

て
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
・
確
保
を
最
優
先
に
考
え
な
が

ら
、市
が
持
続
的
に
発
展
で
き
る
基
盤
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

総
合
振
興
計
画
・
前
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
施
策
を
着
実
に
実

施
す
る
こ
と
を
基
本
に
編
成
し
ま
し
た
。

特
に
、
火
葬
施
設
の
建
て
替
え
を
は
じ
め
、
合
併
に
伴
う

施
設
の
整
備
・
改
修
に
関
し
て
は
、
で
き
る
限
り
の
財
源
を
確

保
し
、
計
画
的
に
実
施
す
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
平
成
20
年
度
の
当
初
予
算
の
総
額

は
、７
１
６
億
１
，５
４
１
万
１
千
円
（
前
年
度
比
５
・
２
％
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
に
お
い
て
、
市
財
政
の
根
幹
を
成
す
市
税

は
、
１
９
１
億
３
，
０
０
０
万
４
千
円
（
構
成
比
45
・
４
％
）

を
見
込
み
ま
し
た
。

な
お
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、「
主
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
」

（
４
・
５
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
一
般
会
計　
４
２
１
億
５
，
５
０
０
万
円

　
　
　
　
　
　
（
前
年
度
比
２
・
７
％
増
）

■
特
別
会
計　
２
１
３
億
１
，
６
３
２
万
３
千
円

　
　
　
　
　
　
（
前
年
度
比
20
・
８
％
減
）

■
企
業
会
計　
81
億
４
，
４
０
８
万
８
千
円

　
　
　
　
　
　
（
前
年
度
比
７
・
７
％
増
）

予算総額の内訳
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■防災対策推進事業　…………………………………………………………………　1,583万円
洪水ハザードマップ・地震ハザードマップを作成します。

■通学路安全対策事業　………………………………………………………………　1,925万円
道路照明灯の設置を拡充します。

■コミュニティバス運行事業　……………………　5,301万円
市内循環バス「くるリン」の運行地区を、全市へ拡大します。
■老朽管更新事業　……………………………　5億 8,226万円
安全な水道水の供給維持のため、引き続き石綿セメント管を交
換します。

■ガーデンシティ推進事業　………………………　2,299万円
｢ ふかや花フェスタ ｣の開催やガーデニングの促進など、市民
参加のまちづくりによる美しい街並みづくりと、花の産地深谷
のイメージアップを推進します。
■ふかや緑の王国建設事業　………………………　2,993万円
花植木センターに隣接する県園芸研究施設の跡地を利用し、ボ
ランティアによるガーデニング事業や農業体験の拠点として
整備します。

■遊休農地解消事業　…………………………………　174万円
新たな離農の申請に対する報償などの助成を始めます。
■農産物安全安心対策事業　…………………………　222万円
野菜の残留農薬分析や土壌分析を実施します。
■商工業育成事業　……………………………………　374万円
起業家支援の助成を始めます。
■小口・特別小口資金融資あっせん事業　…　1億　783万円
取扱銀行への預託金を増額し、融資枠を拡大します。

　

　

　

44

55

66

77

くるリン

■火葬施設建設事業　……………………………………………………………　5億 6,111万円
老朽化している深丘園を建て替えます（平成 21 年度完成予定）。
■青
せいえん

淵公園整備事業　……………………………………………………………　1億 3,136万円
親水遊戯広場、洋風庭園を整備します（平成 21 年度完成予定）。

「総合振興計画」の施策の大綱に基づき、平成20年度の主要事業をご紹介します。

■（仮称）福祉交流センター整備事業　…………　5,720万円
ボランティア活動の拠点として、福祉と教育の複合施設を整備
します（平成 21 年度完成予定）。
■保育園建設事業　……………………………　1億　 480万円
老朽化している明戸保育園を建て替えます（平成21年度完成予定）。
■予防接種事業　………………………………　1億 6,817万円
中学 1年生と高校 3年生の麻しん風しん混合接種を始めます。
■妊婦健康支援事業　………………………………　6,212万円
健康診査の公費負担回数を 2回から 5回に拡充します。
■健康なまちづくり推進事業　………………………　 734万円
「笑いと健康」講演会を開催します。

■（仮称）教育研究所整備事業　…………………　6,967万円
新深谷市の人づくりの拠点として、教育と福祉の複合施設を整
備します（平成 21 年度完成予定）。
■学校週5日制対応事業　…………………………　2,223万円
「がんばル～ム」を市内全小学校で実施します。
■インターハイ開催事業　…………………………　3,101万円
全国高等学校総合体育大会の男子バスケットボール競技を開催
します。

育
はぐく

むまちづくり

豊かな自然と潤いのある環境を守り育てるまちづくり

22

33

平成 20年度
主な事業をご紹介します主な事業をご紹介します

11
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    花の持つパワー
　今年も桜が咲き始
め、これから多くのか
たが花見を楽しまれる
ことと存じます。花見
が人々の娯楽となった
歴史は意外と浅く、17
世紀後半の元禄時代か
らだそうです。その後、

春の楽しみとして定着したのは、8代将軍徳
川吉宗が花見を政策的に推し進めてからでし
た。吉宗は人々の安

あんねい

寧を願い、日頃のストレ
スを発散できる娯楽が必要と考え、花見を奨
励したといわれています。渋沢栄一翁の邸宅
のあった飛鳥山の桜も、吉宗の時代に植栽が
始まりました。
　落語の「長屋の花見」にあるように、花見
は江戸の人々の春の風物詩となり、現代でも
老若男女が分け隔てなく楽しめるイベントで
す。私が、平成 16年に「ガーデンシティふ
かや」構想を立ち上げたのも、まち全体が庭
園のような美しさとつながりを持ち、誰もが
「美しく　豊かな暮らしを実感できる　元気

なまち」を目指したからでした。
　「ふかや　緑の王国」は、その「ガーデン
シティふかや」構想のさらなる充実を図るた
め、今年度から取り組む事業です。
　世代間・地域間の交流、地場産業の振興、
緑化の推進など、現在、本市が直面しており
ます問題の対策が重要な課題となっておりま
す。これら問題の解決を図るため、ガーデン
シティふかやづくりで培った「市民の手によ
るまちづくり」を積極的に推進するものです。
地場産業である「花・植木・野菜」の振興を
図りながら、市民の皆様自らが企画立案を行
い、皆様が自ら楽しみながら事業展開してい
ただこうというのが、この「ふかや　緑の王
国」事業であります。
　吉宗が推奨したように、花は生活に取り
入れることで心身を整える効果があるそうで
す。また、開花や芽立ちには何か新しい息吹
を感じ、不思議とパワーがわいてきます。
　花冷えを押して、観

かんおう

桜を楽しみにワクワク
する。そんな花を愛

め

でる人々の優しい気持ち
は、時代を隔てても生き続けているのです。

　みな袖を胸にかさねし花見かな　　中村草田男

ちんしもっこう

市民の手による市民の手による まちづくりを ここから始める まちづくりを ここから始める

「
沈
思
黙
考
」
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
解
説

　

市
民
の
手
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
・
ア
ダ
プ
ト
制
度

深
谷
市
に
は
、
ア
ダ
プ
ト
制

度
に
よ
り
市
民
が
管
理
し
て
い

る
花
壇
や
公
園
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
す
。「
ア
ダ
プ
ト
」
と
は
、

英
語
で
「
養
子
縁
組
を
す
る
」

と
い
う
意
味
で
あ
り
公
園
や
道

路
、
緑
地
な
ど
の
公
共
空
間
を

市
民
の
皆
さ
ん
が
里
親
と
な
り

一
定
区
域
の
緑
化
・
美
化
・
清

掃
活
動
な
ど
を
行
う
制
度
で
、

市
民
と
行
政
が
互
い
の
役
割

分
担
を
定
め
、
両
者
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
で
進
め
て

【
問
い
合
わ
せ
】

ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
推
進
室
（
☎
５
５
１
‐
５
５
５
１
）
へ

　市では、市民の手作りによるまちづくりを推進するため、市民の活動拠点となる「ふかや緑の王国」
を埼玉県の施設（農林総合研究センター園芸研究所深谷試験地跡）を借用し建設することとしました。
　緑豊かな地域の特性を活かし、多くの年代の市民が訪れ活動し交流が図れる施設づくりを目指します。
　この計画は、市民の手作りによる施設づくりを目指していることから、建設のための「開拓ボラン
ティア」を募集し、集まった市民ボランティアの手で「緑の王国」を作り上げていこうというものです。
今年６月には「緑の王国建設説明会」を現地で開催し、事業に取り掛かる予定です。
　今後のスケジュールなどは、広報ふかやの「ガーデンシティニュース（裏表紙）」で随時お知らせ
していきます。

【「緑の王国」に関する問い合わせ】【「緑の王国」に関する問い合わせ】
ガーデンシティふかや推進室（☎５５１－５５５１）へガーデンシティふかや推進室（☎５５１－５５５１）へ

ボランティア活動

季節を感じる「イベント」の開催

ガーデンシティづくり推進事業深谷農力アップ事業

元気深谷っ子事業

深谷再発見事業

や元気パーク」を防風林を利用して設置します。
この遊び場は子どもたちが自ら作り上げる場と
し「自分の責任で自由に遊ぶ」をモットーに、
子どもの自主性を尊重した場所とします。

見し後世に引き継ぐ事業を展開することによ
り、世代間の交流を図り、地域コミュニティ
の活性化を促進します。この事業ではボラン
ティアを募集し情報収集などを行います。

　これまでの事業を拡大継続するとともに、
ボランティアの活動センターとして位置付
け、ガーデニング関係者の交流の場としてい
きます。また、花植木産地としての特性を活
かし花植木産業の振興事業も行います。

　「ふかや緑の王国」は自然を感じながら暮
らすことをテーマの一つとしていることか
ら、花や木の四季の移ろいや、季節の行事を
取り入れた、季節を感じることができるイベ
ントを開催していきます。

　「ふかや緑の王国」は市民のための市民の
施設として整備することから、管理運営につ
いても「ガーデンシティ」づくりで培った事
業展開方法をさらに充実させ、ボランティア
の力を最大限に活用していきます。

　深谷の農業の力をさらにアップさせるため
「食」と「農」について、体験し学ぶ場を設
けるとともに、家庭に残る調理法などの知恵
を後世に伝える事業や深谷産野菜を使ったメ
ニュー開発などを行います。

　「気持ちのいい空間、心が癒やさ「気持ちのいい空間、心が癒やさ
れる空間を作り上げることがまちづれる空間を作り上げることがまちづ
くりの基本である」との考えから、くりの基本である」との考えから、
人と人とのふれあいを大切に人と人とのふれあいを大切に
し、人のし、人の温温

ぬくぬく

もりが感じられるまもりが感じられるま
ちを、市民一人ひとりが主役とちを、市民一人ひとりが主役と
なって活躍することにより実なって活躍することにより実
現することを目指しています。現することを目指しています。
　こうした考えから、行政は市民の　こうした考えから、行政は市民の
サポート役としてさまざまな情報提サポート役としてさまざまな情報提
供や援助を行っていきます。供や援助を行っていきます。

心の心の繋繋
つなつな

がるまちづくりがるまちづくり

      もみの木ガーデン倶楽部の活動
　  （駅通り工場団地線脇稲荷町地内）

い
く
も
の
で
す
。
現
在
、
22
団

体
が
こ
の
制
度
に
登
録
し
、
市

内
各
所
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
道
路
建
設

に
伴
う
残
地
を
利
用
し
て
地
元

の
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
手
で

「
地
元
の
憩
い
の
場
」
と
な
る

公
園
を
作
り
、
新
た
に
「
ア
ダ

プ
ト
団
体
」
を
立
ち
上
げ
た
例

も
あ
り
ま
す
。

お
一
人
で
の
活
動
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
興
味
の
あ
る
か
た
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



深
谷
市
地
域
情
報
化
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
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2 月 29日

深谷市環境審議会答申
の様子

深谷市環境審議会（八
や

木
ぎ

原
はら

敬
のり

夫
お

会長）から答
申を頂きました

1 月 10日

深谷市環境審議会視察
研修会の様子

深谷市環境審議会視察
研修会（荒川の白鳥飛
来地）を行いました

平成 19年
6月

7月

8月

11月

12月

平成 20年
2月

３月

計画の策定経過

深谷市環境基本計画策定方針決定

小・中学生環境ポスター募集
13 小学校・7中学校から 1,113 点
の応募
優秀作品を計画書に掲載

市民意識調査の実施
20 歳以上 1,500 人を無作為抽出
有効回答率 44.5％

深谷市環境審議会へ諮問

深谷市環境基本計画策定検討委員
会での検討開始

計画案に対する市民意見募集
延べ 8件の意見

深谷市環境審議会から答申

深谷市環境基本計画策定検討委員
会の検討結果報告

深谷市環境基本計画策定

  ●

  ●

  ●

  ●

  ●

  ●

  ●

  ●

  ●

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

深
谷
市
環
境
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

■問い合わせ　環境課環境政策係（☎ 574‐8572）へ

く
の
か
た
が
た
の
ご
協
力
を

頂
き
、
新
市
の
「
深
谷
市
環
境

基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
計
画
で
は
目
指
す
べ
き
環
境
像

を
「
豊
か
な
自
然
と
潤
い
あ
る
環
境

を
守
り
育
て
る
ま
ち　

ふ
か
や
」
と

定
め
、
本
市
の
緑
豊
か
な
自
然
や
美

し
い
地
球
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た

め
、
基
本
目
標
お
よ
び
施
策
に
基
づ

き
、
環
境
の
保
全
、
創
造
を
推
進
し

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
民
、
事

業
者
お
よ
び
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
と
行
動
を
明
確
に
す
る
と
と
も

に
、
相
互
に
協
働
、
連
携
し
、
環
境

に
配
慮
し
た
取
り
組
み
を
実
践
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
計
画
は
、
市
役
所
本
庁
舎
1
階
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
環
境
課
、
各

総
合
支
所
市
民
環
境
課
で
閲
覧
で

き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

1 地球にやさしく環境への負荷の少ないまち

● 省エネルギー化、新エネルギー導入を進め、地球温暖
化防止対策を推進します。

● 3R ※ 活動を推進するとともに不法投棄の防止に努めます。

2 水と緑といきもののネットワークのまち

● 水辺環境と緑の保全、公園や緑地の整備を推進します。
● 生態系の保護、保全に努めます。

3 安全・安心・快適に市民が暮らせるまち

● 大気の保全や河川などの保全、創造に努めます。
● 騒音、振動、悪臭の防止に努めます。
● 田園空間の維持と活用に努めます。
● 文化財などの歴史的環境の保全と整備を推進します。

4 みんなで環境を守り育てるまち

● 学校における環境教育の充実を図ります。
● 生涯学習における環境学習の充実を図ります。
● 市民や各種団体とのネットワークを確立し、ボラン
ティアの育成、支援に努めます。

目標年次を平成 29年度とし、平成 20～ 29 年度までの
10 年間とします。また、中間年次には進捗状況などを
点検し、必要に応じた修正を行います。

基本目標および主な施策

計画の期間

本計画は総合振興計画の部門別計画の 1つ「地域社会の
情報化の推進」に基づいて策定したものですが、目的を
「市民のための情報化・市民との協働による情報化」とし、
①行政サービスの高度化による利便性の向上
②行政の簡素化・効率化
③地域の課題解決
の 3つの目標を設定しました。

62 の情報化対応事務・事業

市民のための情報化・市民との協動による情報化

地域情報化施策の方向として、8つの柱を掲げ地域情報
化施策を推進します。各柱には事務・事業名や概要、ス
ケジュール、推進主体、市担当課を明らかにした 62 の
事務・事業を盛り込みました。

主な地域情報化事務・事業
62 の事務・事業のうちには、
①既存の地理情報システムを利用してコミュニティバス
の運行経路や災害時の避難所などの位置情報の提供
②新たにインターネットを通じ公共施設の空き照会・予
約申し込みが行えるシステムの構築
などがあります。さらに、情報格差の解消策として、
①通信事業者と協働による全市域における光回線などの
高速通信基盤の整備促進
②パソコン・インターネットの講習会の開催
などがあります。

環境

情報

人材
■
試
験
日
程　
９
月
（
予
定
）

※
受
験
申
し
込
み
な
ど
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
今
後
広
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
経
営
管
理
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
３
６
）、
消
防
総
務

課
（
☎
５
７
１
‐
０
９
０
０
）
へ

　
（
仮
称
）
深
谷
市
地
域
情
報
化
計
画

の
審
議
が
終
了
し
、
２
月
27
日
に
髙こ
う

野の

一か
ず

吉よ
し

計
画
策
定
委
員
会
委
員
長
か

ら
市
長
へ
計
画
（
案
）
承
認
に
つ
い

て
の
報
告
（
写
真
㊧
）
が
行
わ
れ
、

28
日
に
正
式
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
平
成
20
〜
24
年
度
ま

で
の
５
か
年（
上
位
計
画
で
あ
る「
深

谷
市
総
合
振
興
計
画
・
前
期
基
本
計

画
」
の
期
間
と
整
合
）
と
し
ま
し
た
。

※
計
画
は
、
市
役
所
本
庁
舎
１
階
市

政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
各
総
合
支
所

総
務
課
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

情
報
シ
ス
テ
ム
課

（
☎
５
７
４
‐
８
５
６
３
）
へ

募集職種 募集人員 受験資格

事務職

一 般 事 務 15 人程度
・大学、短大、専門学校など、もしくは高校を卒業または平成 21年 3
月 31 日までに卒業見込みのかた
・昭和 57年 4月 2日～平成 3年 4月 1日までに生まれたかた

一 般 事 務
（身体障害者） 若干名

・身体障害者手帳の交付を受けているかた
・大学、短大、専門学校など、もしくは高校を卒業または平成 21年 3
月 31 日までに卒業見込みのかた
・昭和 53年 4月 2日～平成 3年 4月 1日までに生まれたかた

一 般 事 務
（ 語 学 ） 若干名

・ポルトガル語またはスペイン語で日常会話ができるかた
・大学、短大、専門学校など、もしくは高校を卒業または平成 21年 3
月 31 日までに卒業見込みのかた
・昭和 53年 4月 2日～平成 3年 4月 1日までに生まれたかた

専門職

管 理 栄 養 士 若干名 ・管理栄養士の資格を有するかた
・昭和 57年 4月 2日以降に生まれたかた

保 健 師 若干名 ・保健師の資格を有するかた
・昭和 57年 4月 2日以降に生まれたかた

土 木 若干名
・大学、短大、専門学校など、もしくは高校において、土木に関する
専門課程を修了または平成 21年 3月 31 日までに修了見込みのかた
・昭和 53年 4月 2日～平成 3年 4月 1日までに生まれたかた

建 築 若干名
・大学、短大、専門学校など、もしくは高校において、建築に関する
専門課程を修了または平成 21年 3月 31 日までに修了見込みのかた
・昭和 53年 4月 2日～平成 3年 4月 1日までに生まれたかた

消防職

消 防 職
（ 一 般 ） 7 人程度

・大学、短大、専門学校など、もしくは高校を卒業または平成 21年 3
月 31 日までに卒業見込みのかた
・昭和 57年 4月 2日～平成 3年 4月 1日までに生まれたかた

消 防 職
（救急救命士） 2 人程度 ・救急救命士の資格を有するかた

・昭和 57年 4月 2日以降に生まれたかた

※受験資格の詳細については、今後配布する受験案内でご確認ください。

多

※ 3R：Reduce（ごみの削減）、Reuse（再利用）、Recycle（再資源化）



笑門来福！平成 20年度 第 1回「笑いと健康」講演会
子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター みんなでワイワイ !! 子育て支援センターへ…

 男女共同参画
だんだん徐々に 諸外国と比較して

管理的職業に従事する女性の割合、日本はどうなの？

男女共同参画に関するお問い合わせは、
L・フォルテ（人権政策課男女共同参画係・☎ 573－4761・火曜日休館）へ

　平成 19年 4月の男女雇用機会均等法の改正から 1年たちました。今回は、内閣府の「平成 19年度男
女共同参画白書」から、「働く場における男女共同参画の現状」について紹介します。
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就業者および管理的職業従事者に占める女性の割合

41.4
47.1 47.8 44.9 45.6 46.5 46.4 44.9

41.7 41.5

10.1

30.5 29.9
37.3

7.2

42.5

7.8

25.9

0

20

40

60

日本
ノル
ウェ
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ツ

フラ
ンス 英国 米国

オー
スト
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フィ
リピ
ン

シン
ガポ
ール

マレ
ーシ
ア

就業者

管理的職業
従事者

34.5 37.3 38.5

57.8

23.2

35.9

（％）

　就業者に占める女性の割合は諸外国と大きな差はありませんが、管理的職業に従事する女性の割合につ
いては、欧米諸国や東南アジア諸国と比べかなり低く、管理的職業に従事する人の 10人中、わずか 1人
の割合です。女性にとって、結婚・出産を機に仕事から離れることが、管理的職業に従事する女性が少
ない理由の 1つと言えるのではないでしょうか。仕事と家事・育児の両立ができる職場環境の必要性が、
このグラフから読み取れます。

好評の「笑いと健康」講演
会を本年度も行います。講

演会（全 6回）は、毎回多彩なゲ
ストを招いてのライブで、第 1回
のゲストはマギー司

し

郎
ろう

さんです。
また、医師で落語家の立

たて

川
かわ

らく朝
ちょう

さんによる健康落語や、専門医に
よる健康講演も併せて行います。

とき　6月 1 日㈰午後 1時開場、
午後 1時 30 分開演

ところ　花園文化会館アドニス
入場料　無料
申し込み　4月 25 日㈮（当日消

印有効）までに、往復はがき（は
がきの書き方参照）で深谷市保
健センター（〠 366‐0823・
深谷市本住町 17‐1）へ　

※ 1通のはがきで 2人まで応募可
入場整理券当選・交付方法　当選
者には返信用はがきに入場整
理券を印刷し、5月 15 日㈭ご
ろ発送します。

• 2人希望されたかたには、2人
用の入場整理券を印刷します。
整理券がないと入場できませ
んので、大切に保管してくだ

さい（再発行はできません）。
•抽選に外れた応募者には、返信
用はがきでその旨を通知します。

•申し込みは 1人 1枚とし、複数
申し込みや、郵便往復はがき以
外での申し込みは無効です。

•申込時に提供していただいた個
人情報は、当該の目的のみに
使用します。

※第 2 回以降の募集は随時広報
などでお知らせします。

問い合わせ　深谷市保健センター
（☎ 575‐1101）へ
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はがきの書き方

大

普 段の生活で、こんなこと感
じたことありませんか…？

「ここの道路は舗装がはがれてい
て危ないな！」

「お隣さんの洗濯物が何日も干
しっ放しでおかしいな。何か
あったのかな？」

「あそこにあんなゴミを捨ててい
いの？ルール違反じゃないの？」

　市では、道路の陥没やお年寄り
の異常事態、ゴミの不法投棄など
に関する情報を提供いただく「ち
いきの安心　ホッとライン」をス
タートします。安全に安心して暮
らせるまちづくりを進めるため、
多くのかたの会員登録をお待ちし

ています。
　なお、会員には、パティオ（プー
ル）の入場料が 2 割引きになる
会員証をお渡ししますので、ぜひ
ご登録ください。

制度の狙い
☞道路やカーブミラーなどの破損
による事故を未然に防ぐ

☞高齢者などの安否にかかわる情
報を収集する

☞環境保護にかかわるルール違反
を見逃さない

会員になるには？
　申込用紙に必要事項をご記入の
上、政策推進課に直接お持ちいた
だくか、ファックスまたは Eメー
ルでお申し込みください。追って
会員証を郵送します。
※申込用紙は政策推進課と各公民
館にあります。市ホームページ
からのダウンロードも可能です。

制度に関する問い合わせは？
　政策推進課（☎ 574‐8096・
ｆ 574‐6665・Ｅ seisaku@city.f
ukaya.saitama.jp）へ

具体的な情報の内容と提供先は？

会員募集中 !!

会員募集中!!

○以下の事業は予約制です　　4月15日㈫午前 9時から電話でお申し込みください
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター

わくわく教室 親子でたっぷりスキンシップを
取って遊べるひとときです

桜ヶ丘子育て支援センター
 5 月 7 日㈬・ 21日㈬
 5 月 14日㈬
 5 月 28日㈬
 いずれも午前 10時 30 分～ 11時 30 分

１歳半未満児
１歳半以上児
お誕生月の子のみ

各 日
先着20組
※1組1回のみ

無料

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の読み聞
かせです

桜ヶ丘子育て支援センター
 5 月 2 日㈮・ 16日㈮・ 30日㈮
 5 月 9 日㈮・ 23日㈮
 いずれも午前 10時 30 分～ 11時 30 分

１歳半未満児
１歳半以上児

各 日
先着20組
※1組1回のみ

無料

藤沢子育て支援センター
料理教室 おやつメニューを調理し、試食しま

す。調理中、お子さんは保育します
深谷生涯学習センター・深谷公民館
 5 月 22日㈭ 午前 10 時 30 分～午後 0時 30 分

１歳以上児
保育あり 先着20人

親 300 円
子 200 円
（材料費）

ベビービクス 赤ちゃんとたっぷりスキンシップを
取って体をほぐして遊んであげましょう

藤沢生涯学習センター・藤沢公民館
 5 月 29日㈭ 午前 10 時 30 分～ 11時 30 分 １歳半未満児 先着30組 無料

豊里子育て支援センター のびのび学級
（全２回）

1小麦粉粘土を作って遊ぼう！
2お外で元気に遊ぼう！

豊里子育て支援センター
 1 5 月 8 日㈭ 午前 10 時 30 分～正午
 2 5 月17日㈯ 午前 10 時 30 分～正午

平成 18年 4月～ 9月生
まれのお子さんと保護者

※2回とも参加できるかた
先着20組 無料

学級終了後、サークルを作って活動してみませんか？
活動場所など、スタッフがアドバイスします

おかべ子育て支援センター
給食体験 給食を食べながら栄養士が食事

や栄養について相談に応じます
おかべ子育て支援センター
 5月13日㈫ 午前 11 時～正午

離乳食を終了している
未就学児と保護者 先着 7組 親 300 円

子 250 円

ヨガ教室 ヨガで子育ての疲れをリフレッ
シュしませんか？

おかべ子育て支援センター
 5 月 17日㈯ 午前 10 時 30 分～ 11時 30 分

幼稚園や保育園に通って
いない未就学児と保護者 先着20人 無料

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター パワフルらんど わくわく・おはなし教室がはたら
ふれあい館でも楽しめます

はたらふれあい館
 4 月 17 日㈭ 午前 10 時 30 分～ 11時 30 分 1歳半未満児

人数の制限
はありません 無料

おかべ子育て支援センター 積み木教室
（世代間交流）

みんなで楽しくひのきの積み木で
楽しく遊びましょう！！

おかべ子育て支援センター
 4 月 12 日㈯ 午前 10 時 30 分～ 11時 30 分 －

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです。
※その他の事業については、市ホームページ（Ｕ http://www.city.fukaya.saitama.jp/）・市モバイルサイト（ http://
mobile.city.fukaya.saitama.jp/）をご覧になるか、各子育て支援センターへ電話でお問い合わせください。

● 豊里子育て支援センター
● おかべ子育て支援センター

☎ 587 － 1170
☎ 585 － 4101

● 桜ヶ丘子育て支援センター
● 藤沢子育て支援センター

☎ 574 － 8002
☎ 551 － 5055問い合わせ 健康

“ちいきの安心　ホッとライン”　スタート募集
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ねぎ助写真館NEGISUKE'S
 photo studio 　第 16 回全国高等学校文化連盟将棋新人大会が秋田県

仙北市で行われ、市内在住の松
まつ

本
もと

一
かず

樹
き

さん（大会当時：
熊谷高校 2年）が 3位入賞を果たしました。
　この大会で全国のライバルと知り合い、将棋への情熱
をさらに刺激された松本さんは、「これからも内容のよ
い将棋を指すことを心掛けていきます。」と語ってくれ
ました。

　11 月 30 日、前深谷市民生委員・児童委員協議会
会長の岡田清氏および前深谷市川本地区民生委員・児
童委員協議会会長の荒井道男氏が、全国民生委員児童
委員連合会による永年勤続退任民生委員・児童委員表
彰を受賞しました。両名の受賞は、永年にわたり、民
生委員・児童委員として地域の福祉向上のために尽力
され、その功績が評価されたものです。
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■ 全国3位の快挙!!
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永年勤続退任民生委員・児童委員表彰受賞！

　2月 25 日、市長公室で「災害時における応急生活物資
供給等の協力に関する協定」締結の調印式が行われました。
　調印式には「ふかや農業協同組合」、「埼玉岡部農業協
同組合」、「榛沢農業協同組合」、「花園農業協同組合」の
代表者が出席され、災害時における応急生活物資供給な
どの協力関係を築きました。

■ 災害時協力協定締結調印式

　3月 2日、早春の快晴
の空の下、仙元山公園を
メーン会場に「第 2 回
ふかやシティハーフマラ
ソン」が開催されました。
　大会には約 2,600 人の
ランナーが参加し、記録
を狙う人、沿道の観客を
喜ばせる人など、それぞ
れの目標を胸にマラソン
大会を楽しんでいました。
　ご協力を頂いた大勢の
ボランティアの皆様、沿
道の皆様、本当にありが
とうございました。

■ 第2回ふかやシティハーフマラソン盛大に開催！

■ 地域の安全は地域で守る!!
　2月 23 日、上宿地域で自主パトロール隊による防犯パトロールと防犯パト
ロールの講習会が行われました。
　「地域の安全は地域で守る」を合言葉に結成されたパトロール隊は、子ども
や高齢者などの安全のため頑張っています。

「Kizuna 活動」の概要「Kizuna 活動」の概要
◇競技活動◇◇競技活動◇
選手として競技に参加するほ選手として競技に参加するほ
か、選手の応援や練習パートか、選手の応援や練習パート
ナーとして選手を側面から支援ナーとして選手を側面から支援
します。します。

◇大会運営活動◇◇大会運営活動◇
競技会場においてコート整備、競技会場においてコート整備、
得点記録や会場案内など大会運得点記録や会場案内など大会運
営に携わります。営に携わります。

◇大会支援活動◇◇大会支援活動◇
大会開催に向けての広報活動、大会開催に向けての広報活動、
会場装飾用の草花の栽培、参加会場装飾用の草花の栽培、参加
選手に渡す記念品の制作などさ選手に渡す記念品の制作などさ
まざまな活動を行います。まざまな活動を行います。

コバトンが走る! 正義の味方もパトロール?サンタとトナカイ発見!!

手作り記念品
「無事カエル」

県内の高校生が、一
針一針まごころを込
めて縫い上げます。

　3 月 24 日、上野台にお住
まいの細川榮二さんが、3月
31 日、人見にお住まいの松
本富美さんが 100 歳のお誕
生日を迎えられ、市から記念
品や花束、色紙などを贈りま
した。どうぞ、いつまでもお
元気で！

■ 細
ほそ

川
かわ

榮
えい

二
じ

さん　松
まつ

本
もと

富
と

美
み

さん　100歳お誕生日おめでとうございます！

細川榮二さん 松本富美さん

夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや 12Fukaya City Information13

市長に報告に訪れた荒井道男氏（中央）と岡田清氏（右）
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休日急患の診療
休日急患診療所 こども夜間診療所

  4月 6 日・13日・20日・27日・29日
診療日

4月 5日・  6日・12日・13日・19日・20日
26日・27日・29日

  5月 3 日・  4日・  5日・  6日・11日・18日
25日

5月 3日・  4日・  5日・  6日・10日・11日
17日・18日・24日・25日・31日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時
内科・小児科・外科 診療科目 小児科・内科
休日急患診療・こども夜間診療の診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、変更になる場合があります。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、携帯電話からもご確認いただけます。ｕhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

みんなの健康みんなの健康 Health Navi

Health Navi
みんなの健康みんなの健康

　　深谷市保健センター（☎ 575― 1101）
　　岡部保健センター（岡部福祉健康課・☎ 585― 2214）

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院
とき 休日診療医院名 問い合わせ

4月29日㈷ 石川アイクリニック ☎ 572 － 6315
5月 3日㈷ 吉田眼科医院 ☎ 585 － 2054

とき 休日診療医院名 問い合わせ

4月 6日㈰
清水眼科医院 ☎ 581 － 0378
石川医院耳鼻咽喉科 ☎ 571 － 0038

※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、変更になる場合があります

●岡部区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、岡部福祉健康課（☎585－ 2214）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室
 5 月 28 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話

予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）■予約は、花園福祉健康課（☎ 584 － 1123）へ

4か月児健康診査
 4 月 18 日㈮

（受け付け：午後 1時～ 2時）
平成 19 年 12 月  1 日～ 12 月 15 日生まれ

 5 月 2 日㈫ 平成 19 年 12 月 16 日～ 12 月 27 日生まれ

BCG接種  4 月 15 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年 12 月 16 日～ 平成 20 年 1 月 15 日生まれ

ポリオ  4 月 16 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：平成 19 年  7 月生まれ
追加：平成 19 年  1 月生まれ

事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室
 5 月 28 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話

予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）■予約は、花園福祉健康課（☎ 584 － 1123）へ

4か月児健康診査  4 月 22 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年 11 月・12 月生まれ

3歳児健康診査  4 月 15 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 16 年  9 月・10 月生まれ

BCG接種
 4 月 8 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 19 年 12 月生まれ

 5 月 7 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 20 年  1 月生まれ

ポリオ  4 月 21 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：平成 19 年  7 月生まれ
追加：平成 19 年  1 月生まれ

●川本区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、川本福祉健康課（☎583－ 2532）へ

　　総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）
　　おかべ子育て支援センター（問い合わせは、岡部保健センターへ）

事業名 実施日時など 会場 対象者など

マタニティ教室
 4 月 4 日㈮

11 日㈮
19 日㈯

午前 9時 20 分～ 11 時 50 分
おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

乳幼児相談

 4 月 9 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

 4 月 14 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

 4 月 23 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

 4 月 28 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

子育ての広場 時間は、午前 10 時～午後 4時、28 日㈪は午前 10 時～正午
■実施日・会場は、乳幼児相談と同様

子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康相談 毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 電話相談は随時

※面接は要電話予約

こころの健康相談  4 月 15 日㈫ 午後 2時～ 3時 50 分
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

●市内全区域のかたを対象とした保健事業　　問い合わせは、各会場（上記）へ

会場 会場

花園花園

おか

深谷

花園

深谷

おか
深谷

花園

花園

深谷

総合

総合

花園

川本

岡部
　　川本保健センター（川本福祉健康課・☎ 583― 2532）
　　花園保健センター（花園福祉健康課・☎ 584― 1123）
川本
花園

総合

川本

●深谷区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、深谷市保健センター（☎575－ 1101）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室  4 月 8 日㈫
 5 月 13 日㈫

（受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

 4 月 11 日㈮

（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 19 年 11 月 25 日～ 12 月  4 日生まれ

 4 月 18 日㈮ 平成 19 年 12 月  5 日～ 12 月 15 日生まれ

 5 月 2 日㈮ 平成 19 年 12 月 16 日～ 12 月 26 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

 4 月 17 日㈭
（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 18 年   9 月 18 日～  9 月 30 日生まれ

 5 月 1 日㈭ 平成 18 年 10 月  1 日～ 10 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
 4 月 24 日㈭

（受け付け：午後 1時～ 2時）
平成 16 年   9 月 16 日～  9 月 30 日生まれ

 5 月 8 日㈭ 平成 16 年 10 月  1 日～ 10 月 15 日生まれ

BCG接種  4 月 15 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年 12 月 16 日～ 平成 20 年 1 月 15 日生まれ

ポリオ  4 月 16 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：平成 19 年  7 月生まれ

総合

深谷

深谷

深谷

深谷

総合

花園

川本

事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室  5 月 28 日㈬ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査  4 月 22 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 19 年 11 月・12 月生まれ

3歳児健康診査  4 月 15 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 16 年  9 月・10 月生まれ

BCG接種
 4 月 8 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 19 年 12 月生まれ

 5 月 7 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 20 年  1 月生まれ

ポリオ  4 月 21 日㈪ （受け付け：午後 1時～ 2時） 初回：平成 19 年  7 月生まれ
追加：平成 19 年  1 月生まれ

●花園区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、花園福祉健康課（☎584－ 1123）へ

川本

花園

花園

花園

花園

川本

※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、携帯電話からもご確認いただけます。ｕhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/



募　

集

募　

集

ワ
ン
ナ
イ
ト
ス
テ
イ

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

　

海
外
か
ら
日
本
語
国
際
セ
ン
タ
ー

（
独
立
行
政
法
人
・
さ
い
た
ま
市
）

へ
研
修
に
来
て
い
る
外
国
人
日
本
語

教
師
を
、
土
・
日
曜
日
の
１
泊
で
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
登
録
制

に
な
っ
て
お
り
、
受
け
入
れ
日
程
は

随
時
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
ご
都
合
の
良
い
と
き
だ
け
、
受

け
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で

す
。
日
本
の
家
庭
の
生
活
や
習
慣
、

考
え
方
、
文
化
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
、
身
近
な
国
際
交
流
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

応
募
資
格　

①
市
内
在
住
で
、
宿
泊

用
に
１
部
屋
提
供
で
き
る
こ
と　

②
単
身
家
庭
で
な
く
、
家
族
で
受

け
入
れ
が
で
き
る
こ
と

募
集
期
間　

４
月
24
日
㈭
ま
で

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

政
策
推
進

課
（
☎
５
７
４
‐
８
０
９
６
）
へ

講　

座

講　

座

パ
ソ
コ
ン
教
室

講 座 名 内　　容 と　き（5月） 対　象

パソコン入門
コンピューターの
起動、日本語の入
力

7日㈬
8日㈭

午前 9時
～正午

パソコンの初歩
から学びたいか
た

わくわく入力
簡単な作品を作り
ながら、日本語入
力をマスターする

13日㈫
14日㈬

パソコン入門受
講済みまたは同
レベルのかた

Word 入門 案内文など文章の
作成

19日㈪
20日㈫

日本語入力が
できるかた

ラベル作成 案内文など文章の
作成

26日㈪
午後1時 30分～

4時 30分
Word 入門 案内文など文章の

作成
28日㈬
29日㈭

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
Ｉ
Ｔ
ル
ー
ム

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
の
か
た

で
、
各
対
象
要
件
を
満
た
す
か
た

定
員　

各
講
座
先
着
18
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

4
月
23

日
㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参
加

料
を
添
え
て
深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
（
☎
５
７
１

‐
０
５
０
６
）
へ

介
護
予
防
教
室
指
導
者
養
成
講
座

介
護
予
防
に
関
す
る
知
識
・
技

術
を
習
得
し
、
地
域
の
中
で
活
動
し

て
い
た
だ
け
る
介
護
予
防
教
室
の
指

導
者
を
養
成
し
ま
す
。

高
齢
者
が
健
康
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象
者　

市
内
在
住
か
在
勤
の
成
人

の
か
た
で
、
介
護
保
険
に
お
け
る

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け

て
い
な
い
健
康
な
か
た

※
受
講
後
は
、
各
地
区
で
活
動
し
て

い
る
指
導
者
団
体
に
加
入
し
、
地

域
で
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

とき

5月

16日㈮
午前 9時 30分
～ 11時 30分

23日㈮
午後 1時 30分

～ 3時

30日㈮

午前 9時 30分
～ 11時 30分6月

6日㈮

13日㈮

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館

内
容　

高
齢
者
の
健
康
増
進
運
動
に

つ
い
て
の
講
義
・
実
技

募
集
人
員　

30
人

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

５
月

９
日
㈮
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は

直
接
長
寿
福
祉
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
４
５
）、
岡
部
福
祉
健
康

課
（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
３
‐

２
５
３
２
）、
花
園
福
祉
健
康
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
３
）
へ

催　

し

催　

し

第
９
回
つ
く
し
・
た
ん
ぽ
ぽ
春
ま
つ
り

　

つ
く
し
の
家
や
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

の
利
用
者
、
保
護
者
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
か
た
が
た
が
集
い
、
恒
例
の
春

ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
楽
し
い
催

し
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

４
月
19
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
３
時

と
こ
ろ　

市
立
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

（
人
見
２
，
０
０
０
番
地
）

内
容　

近
隣
施
設
の
製
品
販
売
、
ダ

ン
ス
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

情 

報 

ひ 

ろ 

ば

IN
FO
R
M
A
T
IO
N

問
い
合
わ
せ　

た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所

（
☎
５
７
２
‐
１
６
６
８
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

岡
部
公
民
館
の
改
修
工
事
に
伴
い
岡

部
図
書
館
を
休
館
し
ま
す

　

休
館
日
前
後
に
準
備
期
間
と
し
て

各
種
業
務
を
停
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

期
間　

５
月
31
日
㈯
ま
で

※
期
間
中
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
（
☎

５
７
１
‐
８
２
１
０
）
へ

子
ど
も
の
読
書
週
間
行
事

　

市
内
の
図
書
館
（
岡
部
を
除
く
）

で
子
ど
も
向
け
の
図
書
の
紹
介
・
展

示
・
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

と
き　

４
月
23
日
㈬
〜
５
月
11
日
㈰

（
図
書
館
休
館
日
を
除
く
）

展
示
内
容

【
市
立
図
書
館
】「
プ
リ
ン
セ
ス
物
語
」

【
川
本
図
書
館
】「
冒
険
展
」

【
花
園
図
書
館
】「
ピ
ク
ニ
ッ
ク
展
」

深
谷
市
立
図
書
館

■
ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

と
き　

４
月
９
日
㈬
午
前
11
時
〜

■
お
は
な
し
会

は
、
３
月
以
前
と
同
額
の
手
当
を

受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
就
業
し
て
い
る　

②
求
職
活
動

を
行
っ
て
い
る　

③
身
体
ま
た
は

精
神
の
障
害
が
あ
る　

④
負
傷
ま

た
は
病
気
で
就
業
が
困
難

　

引
き
続
き
同
額
の
手
当
を
受
給
す

る
に
は
、
６
月
末
日
ま
で
に
関
係
書

類
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
か
た
に
は
個
別
に
通
知
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
４
６
）、
岡
部
福
祉
健
康

課
（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
４
）、

川
本
福
祉
健
康
課
（
５
８
３
‐

２
５
３
２
）、
花
園
福
祉
健
康
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
３
）
へ

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
を
受
け

て
み
ま
せ
ん
か
！

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
、

人
間
ド
ッ
ク
ま
た
は
脳
ド
ッ
ク
を
受

検
す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

※
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
ど
ち
ら

か
一
方
の
み
受
検
で
き
ま
す
。
ご

希
望
の
か
た
は
国
民
健
康
保
険

証
、
印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
保
険

年
金
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民

環
境
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
で
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
る
４
か
月
健
診
の
各
会

場
で
、
赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紹
介
を

し
て
い
ま
す
。
お
う
ち
の
か
た
と
赤

ち
ゃ
ん
が
、
絵
本
を
介
し
て
触
れ
合

い
の
時
間
を
持
て
る
よ
う
お
手
伝
い

を
し
ま
す
。

■
図
書
館
休
館
日
（
３
館
共
通
）

〔
４
月
〕
＝
１
日
㈫
・
７
日
㈪
・
14
日

㈪
・
21
日
㈪
・
28
日
㈪
・
30
日
㈬

〔
５
月
〕
＝
１
日
㈭
、
７
日
㈬
・
８
日

㈭
・
12
日
㈪
・
19
日
㈪
・
26
日
㈪

■
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ｕh
ttp
://w

w
w
.lib
.c
ity.fu

ka
ya

.sa
ita
m
a
.jp
/

生　

活

生　

活

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
に
関
す
る

重
要
な
お
知
ら
せ

対
象 

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
中
の

か
た

内
容　

平
成
20
年
４
月
か
ら
、
手

当
を
受
給
し
て
５
年
経
過
し
た

か
た
な
ど
に
つ
い
て
は
、
４
月
以

降
の
手
当
額
が
２
分
の
１
支
給
停

止
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
次
の
①

〜
④
に
該
当
す
る
か
た
に
つ
い
て

と
き　

４
月
26
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
（
☎

５
７
１
‐
８
２
１
０
）
へ

川
本
図
書
館

■
お
は
な
し
会

と
き　

４
月
12
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

５
歳
く
ら
い
〜
小
学
校
低
学
年

問
い
合
わ
せ　

川
本
図
書
館
（
☎

５
８
３
‐
６
２
５
０
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
子
ど
も
お
は
な
し
・
映
画
会

と
き　

４
月
13
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　

お
は
な
し
と
映
画
「
の
っ
ぺ

ら
ぼ
う
」

■
お
は
な
し
玉
手
箱（
お
は
な
し
会
）

と
き　

４
月
13
日
㈰
午
後
３
時
〜

■
鐘
撞
堂
山
ふ
る
さ
と
の
森
自
然
体

験
教
室

　

鐘
撞
堂
山
ふ
る
さ
と
の
森
に
ヤ
マ

ザ
ク
ラ
を
植
樹
し
ま
す
。

と
き　

５
月
10
日
㈯
午
前
９
時
〜
午

後
１
時

と
こ
ろ　

鐘
撞
堂
山（
武
蔵
野
地
区
）

参
加
料　

無
料
（
先
着
１
０
０
人
・

昼
食
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

申
し
込
み　

各
図
書
館
窓
口

協
力　

県
緑
化
推
進
委
員
会

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
‐
１
３
３
３
）
へ

■
赤
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に

■ 

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■臨時の保育士・学童保育室指導員を募集しています。

問い合わせ　保育課（☎ 574－ 8648）へ

診
療
所
（
太
田
市
）

〔
脳
ド
ッ
ク
〕 

と
こ
ろ　

磯
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
新

井
）・
小
暮
医
院
（
中
瀬
）・
佐
々

木
病
院
（
西
島
町
）

募
集
人
員　

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
合
わ
せ
て
先
着
３
２
０
人

※
定
員
数
に
達
し
た
時
点
で
終
了
と

な
り
ま
す
の
で
希
望
す
る
か
た
は
、

お
早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
１
）、
岡
部
市
民

環
境
課
（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）、

川
本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
３
）、花
園
市
民
環
境
課
（
☎

５
８
４
‐
１
１
２
２
）
へ

深
谷
市
国
民
健
康
保
険

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

が
始
ま
り
ま
す

　

４
月
か
ら
法
律
に
よ
り
医
療
保
険

者
が
特
定
健
康
診
査
（
以
下
特
定
健

診
と
い
う
）・
特
定
保
健
指
導
を
実
施

す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

特
定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
は
、

内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
に
着
目
し
、
生
活

習
慣
病
な
ど
を
予
防
す
る
た
め
に
実

施
し
ま
す
。

　

内
臓
脂
肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ

対
象　

①
深
谷
市
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
で
、
そ
の
資
格
を
取
得

し
て
か
ら
１
年
以
上
を
経
過
し
て

い
る
か
た　

②
満
35
歳
（
受
検
申

請
当
日
）
以
上
の
か
た　

③
深
谷

市
国
民
健
康
保
険
税
を
完
納
し
て

い
る
世
帯
の
か
た　

④
受
検
日
に

も
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
の

資
格
が
あ
る
こ
と

検
診
期
日　

平
成
21
年
３
月
14
日
㈯

ま
で
（
希
望
日
を
申
請
時
に
調
整

し
ま
す
）

申
込
期
間　

４
月
11
日
㈮
〜
平
成
21

年
２
月
27
日
㈮

助
成
金　

人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
検
査
費
用
（
医
療
機
関
に
よ
っ

て
検
診
費
用
は
異
な
り
ま
す
）
の

う
ち
、
一
部
の
金
額
を
助
成
し
ま

す
。
助
成
額
に
つ
い
て
は
、
担
当

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
人
間
ド
ッ
ク
〕
と
こ
ろ

市
内　

あ
ね
と
す
病
院
・
岩
崎
医
院
・

皆
成
病
院
・
金
子
医
院
・
川
本
メ

デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
・
佐
々
木

病
院
・
深
谷
市
総
合
健
診
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
中
央
病
院

市
外　

埼
玉
よ
り
い
病
院
（
寄
居

町
）・
熊
谷
生
協
病
院
・
熊
谷
総

合
病
院
・
藤
間
病
院
（
熊
谷
市
）・

鶴
谷
病
院
（
伊
勢
崎
市
）・
新
田

17 Fukaya City Information 16夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや※文化団体、スポーツ団体、市民団体などの情報については、
別冊の「おしらせ版」に掲載しています

※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す



ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
）
と
は
、
内
臓
の

回
り
に
脂
肪
が
た
ま
る
肥
満
（
内
臓

脂
肪
型
肥
満
）
に
加
え
、
高
血
糖
・

脂
質
異
常
・
高
血
圧
な
ど
の
生
活
習

慣
病
を
重
複
し
て
持
っ
て
い
る
状
態

の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

　

深
谷
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
特
定

健
診
に
先
立
ち
、「
深
谷
市
特
定
健
康

診
査
等
実
施
計
画
」
を
作
成
し
、
円
滑

に
特
定
健
診
・
保
健
指
導
が
実
施
で
き

る
よ
う
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
な
ど
の
詳
細
は
広
報
ふ

か
や
５
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対
象　

40
歳
〜
74
歳
の
深
谷
市
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
（
平
成
21
年

３
月
31
日
㈫
現
在
の
年
齢
）

健
診
実
施
時
期　

６
月
〜
９
月

健
診
の
申
し
込
み　

被
保
険
者
に

は
、
お
住
ま
い
の
住
所
ご
と
に
時

期
を
設
定
し
、
特
定
健
診
の
受
診

券
な
ど
の
個
別
通
知
を
発
送
し
ま

す
（
予
約
制
）。

健
診
内
容　

新
た
に
「
腹
囲
」
の
測

定
な
ど
を
加
え
、
内
臓
脂
肪
症
候

群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）
の
危
険
性
を
調
べ
ま
す
。

健
診
会
場　

各
保
健
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
深
谷
市
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

特
定
保
健
指
導　

健
診
後
、
内
臓
脂

肪
症
候
群
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
）
の
予
防
に
必
要
な
保

健
指
導
を
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
ま
す
。
該
当
す
る
か
た
に
は
、

個
別
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

　

ご
自
分
の
健
康
を
守
る
た
め
、
年
に

１
回
は
特
定
健
診
を
お
受
け
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
１
）
へ

学
生
納
付
特
例
制
度

　

20
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
経
済
的
に
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
保
険

料
を
後
払
い
に
で
き
る｢
学
生
納
付

特
例｣

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
住
民

票
の
あ
る
市
区
町
村
の
国
民
年
金
の

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
19
年
度
に
申
請
し
平
成
20

年
度
も
引
き
続
き
同
じ
学
校
に

在
学
し
て
い
る
か
た
で
、
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
通
知
が
届
い

た
か
た
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
返
送
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
窓
口
で
の
申
請
は
不
要

に
な
り
ま
す
。

対
象　

大
学
（
大
学
院
）、
短
大
、

高
等
学
校
、
専
修
学
校
お
よ
び
各

種
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
20
歳
以

彩
夏
到
来
08
埼
玉
総
体　

深
谷
市
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）
競
技
の
会
場
地
で
す
。
開
催
期
間　

７
月
28
日
㈪
〜
８
月
３
日
㈰　

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
５
５
１
ー
４
８
０
２
）
へ

上
の
学
生

※
た
だ
し
、
本
人
の
前
年
所
得
が

１
１
８
万
円
超
の
と
き
は
、
こ
の

特
例
の
対
象
と
さ
れ
ま
せ
ん
（
学

生
に
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
、
限

度
額
は
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
）。

※
各
種
学
校
の
対
象
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
さ
れ
る
各
種
学
校

（
修
業
年
限
は
、
一
年
以
上
で
あ

る
課
程
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

文
部
科
学
大
臣
が
指
定
し
た
課

程
の
海
外
大
学
（
日
本
分
校
）

の
学
生
の
か
た
、
夜
間
・
定
時

制
課
程
や
通
信
課
程
の
か
た
も

含
ま
れ
ま
す
。

申
請
し
て
認
め
ら
れ
る
と

　

こ
の
特
例
の
対
象
と
な
っ
た
期
間

に
つ
い
て
は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ

れ
ま
せ
ん
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受

給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
事
故
や
病
気
で
障
害
が
残
っ
た

り
、
死
亡
し
た
場
合
、
本
人
や
遺
族

に
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
遺
族
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
の
保
険
料

は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
追
納
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
追
納
す
る
保
険

料
の
額
は
、
２
年
度
を
経
過
す
る
と

経
過
し
た
年
数
に
応
じ
て
加
算
が
付

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
時
の
ポ
イ
ン
ト　

申
請
は
年

度
ご
と
に
必
要
で
す
。
申
請
が

遅
れ
る
と
、
障
害
・
遺
族
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
物

１
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
（
コ

ピ
ー
可
）

２
年
金
手
帳
（
初
め
て
国
民
年
金
に

加
入
す
る
か
た
で
、
加
入
の
届
け

出
と
一
緒
に
申
請
す
る
と
き
は
不

要
で
す
）

３
認
め
印
（
本
人
が
署
名
す
る
場
合

は
不
要
で
す
）

※
代
理
人
の
申
請
に
は
、
本
人
確
認

が
必
要
と
な
り
ま
す
（
別
世
帯
の

場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
）。

　

申
請
が
認
め
ら
れ
た
か
ど
う
か

（
審
査
結
果
）
は
、
社
会
保
険
事
務

所
か
ら
郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
請
の
時
期
に
よ
っ
て
は
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
案
内
書
が
行
き
違

い
で
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
‐
５
１
５
８
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）、
川

18夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

の
で
、
該
当
さ
れ
る
か
た
は
お
早
め

に
障
害
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支
所

福
祉
健
康
課
障
害
福
祉
担
当
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

対
象　

①
②
両
方
に
該
当
す
る
か
た

①
自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）

受
給
者

②
受
給
者
本
人
ま
た
は
同
じ
医
療
保
険

に
加
入
し
て
い
た
か
た
が
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
場
合

必
要
な
物　

自
立
支
援
医
療
費
（
精

神
通
院
）
受
給
者
証
（
原
本
）、

印
鑑
、
保
険
証
（
ま
た
は
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）

問
い
合
わ
せ　

障
害
福
祉
課
（
☎ 

５
７
１
‐
１
０
１
１
）
へ

中
学
１
年
・
高
校
３
年
相
当
者
に
麻

し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
を
追
加
実
施

　

４
月
か
ら
、
定
期
の
麻
し
ん
風
し

ん
予
防
接
種
の
対
象
者
に
中
学
１
年

生
相
当
年
齢
の
か
た
、
お
よ
び
高
校

３
年
生
相
当
年
齢
の
か
た
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
の
蔓ま

ん

延え
ん

予
防
目

的
の
た
め
、
５
年
間
の
期
間
限
定

で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。
今
年

度
の
対
象
者
に
は
４
月
中
旬
に
予

診
票
な
ど
を
通
知
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
よ
く
ご
確
認
の
上
、
６
月

ま
で
に
接
種
を
済
ま
せ
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
年
齢
以
外
の
か
た
で

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種
を
希
望
す

る
場
合
は
任
意
接
種
と
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
場
合
は
か
か
り
つ
け
医
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

今
年
度
対
象
者

第
３
期　

中
学
１
年
生
相
当
年
齢
の

か
た
（
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平

成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

第
４
期　

高
校
３
年
生
相
当
年
齢
の

か
た
（
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平

成
３
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

妊
婦
健
康
診
査
の
公
費
負
担
が
拡

充
さ
れ
ま
し
た

　

地
域
の
子
育
て
支
援
と
し
て
、
現

在
行
わ
れ
て
い
る
公
費
負
担
が
２
回

か
ら
５
回
に
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
度
の
拡
充
開
始
は
、
４
月
１
日

㈫
か
ら
で
す
。

　

受
診
票
の
差
し
替
え
、
追
加
交
付

が
必
要
で
す
。
で
き
る
だ
け
早
く
窓

口
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で
に
母

子
健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
か
た

で
、
か
つ
妊
娠
39
週
ま
で
の
か
た

※
深
谷
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

か
た
に
限
り
ま
す
。

対
応　

妊
娠
週
数
に
応
じ
た
、
差
し

替
え
・
追
加
交
付
を
行
い
ま
す（
妊

娠
週
数
に
よ
り
、
助
成
回
数
は
異

な
り
ま
す
）。

必
要
な
物　

母
子
健
康
手
帳
、
未
使

用
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
票

受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝
休

日
を
除
く
）

交
付
と
窓
口　

深
谷
市
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）、

岡
部
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
５

‐
２
２
１
４
）、
川
本
福
祉
健
康

課
（
☎
５
８
３
‐
２
５
３
２
）、

花
園
福
祉
健
康
課
（
☎
５
８
４
‐

１
１
２
３
）
へ

検査名 検査項目 使用時期

妊婦一般健康診査

第 1回①

問診および診察、血圧・体重測
定、尿化学検査、血液検査（血
液型〔ABO血液型・Ｒｈ血液型、
不規則抗体〕、梅毒血清反応検
査、Ｂ型肝炎抗原検査、Ｃ型肝
炎抗体検査、グルコース、貧血）

妊娠初期
妊娠 3か月
（8～ 11週）

第 1回② 子宮頸がん検診（細胞診） 妊娠初期

第 2回
問診および診察、血圧・体重測
定、尿化学検査

妊娠中期
妊娠 6か月
（20～ 23週）

第 3回
問診および診察、血圧・体重測
定、尿化学検査、血液検査（グ
ルコース、貧血）

妊娠中期
妊娠 7か月
（24～ 27週）

第 4回
問診および診察、血圧・体重測
定、尿化学検査、血液検査（貧血）

妊娠後期
妊娠 8か月
（28～ 31週）

第 5回
問診および診察、血圧・体重測
定、尿化学検査、血液検査（貧血）

妊娠後期
妊娠 10か月
（36～ 39週）

ヒト免疫不全ウイルス抗体
検査（ＨＩＶ）

ヒト免疫不全ウイルス抗体検査
（ＨＩＶ）

妊娠初期

超音波検査
出産予定日において 35歳以上
である妊婦

妊娠後期
妊娠 8～ 10か月
（28週～）

妊婦健康診査を受けましょう

　妊娠中は特に気掛かりなことがなくても、体にはいろいろ
な変化が起こっています。妊娠に気付いたら妊婦健康診査を
受けましょう。
　妊婦健康診査は、母体とお腹の中の赤ちゃんが健康である

ことを確認したり、病気の早期発見と安全な出産のために定

期的にきちんと受けることが大切です。

　健康診査の回数については、主治医（助産師）の指示に従
いましょう。
　また、出産予定日が分かったら、できるだけ早めに妊娠の
届け出を行いましょう。窓口では、母子健康手帳の交付とと
もに、妊婦健康診査を公費で受けられる受診票の交付や保健
師などによる相談、マタニティ教室の紹介などの情報提供を
受けることができます。
　4月 1日㈫以降の妊婦健康診査の公費負担内容は、下表
の通りです。
問い合わせと窓口　深谷市保健センター（☎ 575 －
1101）、岡部福祉健康課（☎ 585 － 2214）、川本福祉
健康課（☎ 583 － 2532）、花園福祉健康課（☎ 584 －
1123）へ
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本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
３
）、
花
園
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
２
）
ヘ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す

る
世
帯
主
の
か
た
へ

　

４
月
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
が
開
始
さ
れ
、
75
歳
以
上
（
一
定

の
障
害
が
あ
る
か
た
は
65
歳
以
上
）

の
か
た
は
、
保
険
料
が
４
月
以
降
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
（
年
金
天

引
き
で
な
い
か
た
は
、
７
月
に
納
付

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
）。

　

同
じ
世
帯
に
国
民
健
康
保
険
加
入

者
が
い
る
場
合
に
は
、
世
帯
主
の
か

た
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入

さ
れ
て
い
て
も
、
７
月
に
国
民
健
康

保
険
の
納
付
書
が
世
帯
主
の
か
た
に

郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

保
険
年
金
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
１
）
へ

自
立
支
援
医
療
費
（
精
神
通
院
）
の

月
額
自
己
負
担
上
限
額
に
つ
い
て

　

４
月
１
日
㈫
か
ら
の
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
創
設
に
よ
り
、
月
額
自
己

負
担
上
限
額
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
月
額
自
己
負
担
上
限
額
の
変

更
に
は
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
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２
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
２

月
の
寄
付
金
は
、
５
件
で
４
５
，

９
０
３
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
か
か
り
ま

せ
ん

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

人
権
相
談
所
開
設
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

人
権
相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
か
た
は
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日
時
・
場
所　

毎
月
10
日
（
10

日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
休
日
の
場

合
は
翌
開
庁
日
）
は
市
役
所
西
別

館
で
、
20
日
（
20
日
が
土
・
日
曜

日
、祝
休
日
の
場
合
は
翌
開
庁
日
）

は
岡
部
・
川
本
・
花
園
総
合
支
所

の
３
か
所
。
そ
れ
ぞ
れ
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
ま
で

相
談
内
容　

生
活
全
般
で
感
じ
た
人
権

上
の
困
り
ご
と
・
悩
み
ご
と
な
ど

相
談
員　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ

た
人
権
擁
護
委
員
。
費
用
は
無
料

で
、
予
約
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

人
権
政
策
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
４
３
）
へ

※
市
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
18

人
の
か
た
で
す
（
敬
称
略
）。

久く

ぼ保
美よ

し

登の
り

（
榛
沢
）、 

茂も

て

ぎ木
誠せ

い

こ子

（
明
戸
）、
吉よ

し

だ田
秀ひ

で

お男
（
常
盤
町
）、

大お

お

さ

わ

え

い

こ

澤
穎
子
（
折
之
口
）、
大お

お

の野
勝か

つ

み巳

（
岡
）、
北き

た
む
ら村
美み

よ

こ

代
子
（
本
田
）、

笠か
さ
は
ら原
繁し

げ

お男
（
田
中
）、
小こ

く

ぼ

久
保
佐す

け

孝た
か

（
瀬
山
）、
池い

け

だ田
紘ひ

ろ

こ子
（
上
柴
町

東
）、
原は

ら
ぐ
ち口
博ひ

ろ
し

（
東
方
）、
吉よ

し
ざ
わ澤
正ま

さ
の
り則

（
本
田
）、
佐さ

く

ま

久
間
愛あ

い

こ子
（
小
前
田
）、

松ま
つ
も
と本

健け
ん

治じ

（
武
蔵
野
）、
須す

な

が

き

ん

じ

長
欣
二

（
北
阿
賀
野
）、本ほ

ん

だ田
嶺み

ね

こ子（
東
大
沼
）、 

鈴す

ず

き木
保や

す

秀ひ
で

（
普
済
寺
）、
新あ

ら

い井
和か

ず

こ子

（
針
ヶ
谷
）、
神じ

ん
だ
い代
淑と

し

こ子
（
小
前
田
）

そ
の
他

そ
の
他

子
育
て
総
合
支
援
窓
口

　

児
童
課
で
は
、
子
育
て
支
援
に

関
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供
を

行
う
ほ
か
、
相
談
な
ど
に
も
応
じ

て
い
ま
す
。
相
談
の
内
容
か
ら
、

よ
り
適
切
と
思
わ
れ
る
相
談
窓
口

や
、
子
育
て
に
関
す
る
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
担
当
課
の
ご
案
内
も
し
ま

す
の
で
、
窓
口
が
分
か
ら
な
い
場

合
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎
５
７
４

‐
６
６
４
６
）
へ

仙
元
山
公
園
ニ
ュ
ー
ス

　

４
月
か
ら
「
わ
ん
ぱ
く
ラ
ン
ド
」

に
大
き
な
ぞ
う
さ
ん
（
エ
ア
ー
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
）
が
現
れ
ま
し
た
！

　

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
一
部
に

夜
間
照
明
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

施
設
管
理
公
社
（
☎

５
７
２
‐
３
０
０
０
）
へ

〝
つ
け
ま
し
ょ
う
！
〞

『
住
宅
用
火
災
警
報
器
』

　

火
災
が
発
生
し
た
時
、
煙
や
炎
を

見
た
り
、
焦
げ
臭
い
に
お
い
を
感
じ

た
り
、
パ
チ
パ
チ
と
い
う
音
を
聞
い

た
り
…
と
五
感
に
よ
っ
て
気
付
く
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
就
寝

中
や
仕
切
ら
れ
た
部
屋
で
は
、
火
災

に
気
付
く
の
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
火
災
の
発
生
を
い
ち
早

く
キ
ャ
ッ
チ
し
、
警
報
ブ
ザ
ー
や
音

声
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
装
置
が
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

　

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
既
存
住
宅
は
平
成
20
年
６
月

１
日
㈰
か
ら
寝
室
、
階
段
上
部
へ
の

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付
け
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　

火
災
の
犠
牲
者
に
な
ら
な
い
よ

う
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
積
極
的

に
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

誰
の
た
め
で
も
あ
り
ま
せ
ん

『
あ
な
た
の
た
め
に
！
』

問
い
合
わ
せ　

予
防
課
（
☎
５
７
１

‐
０
９
１
３
）
へ

田
園
と
都
市
が
織
り
成
す
美
し
い

景
観
を
目
指
し
て

〜
４
月
１
日
か
ら
届
け
出
制
度
が

始
ま
り
ま
す
〜

　

埼
玉
県
で
は
、
平
成
16
年
制
定

の
景
観
法
を
活
用
し
、
田
園
と
都

市
が
織
り
成
す
美
し
い
景
観
を
目

指
し
て
、「
埼
玉
県
景
観
条
例
」
を

全
部
改
正
し
、「
埼
玉
県
景
観
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

よ
り
、
４
月
１
日
㈫
か
ら
大
規
模

な
建
築
物
を
建
築
す
る
場
合
な
ど

に
届
け
出
が
必
要
と
な
り
、
建
築

物
の
外
観
の
色
彩
な
ど
に
つ
い
て

良
好
な
景
観
形
成
の
た
め
の
誘
導

を
行
い
ま
す
。

対
象
区
域　

市
内
全
域

届
け
出
対
象
行
為

・ 

建
築
物
：
高
さ
15
ｍ
超
ま
た
は
建

築
面
積
１
，
０
０
０
㎡
超

・ 
工
作
物
：
高
さ
15
ｍ
超

届
け
出
窓
口　

都
市
計
画
課

施
行
日　

４
月
１
日
㈫

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
都
市
計

画
係
（
☎
５
７
４
‐
６
６
５
４
・

ｆ

５
７
４
‐
８
５
４
５
）
へ

保
育
課
へ
の
問
い
合
わ
せ
は

　

広
報
ふ
か
や
３
月
号
で
お
知
ら
せ

し
た
通
り
、
平
成
20
年
度
の
組
織
改

正
に
伴
い
、
保
育
課
が
新
設
さ
れ
ま

し
た
。

問
い
合
わ
せ　

保
育
課
（
☎
５
７
４

‐
８
６
４
８
）
へ

代表番号
深谷市役所
☎ 571 － 1211

岡部総合支所
☎ 585 － 2211

川本総合支所
☎ 583 － 2781

花園総合支所
☎ 584 － 1121

20夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談
相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456フリーダイヤル・ｆ 0120－4－78374　ｅ e-net@city.fukaya.saitama.jp

家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの
相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

4月 2日㈬・16 日㈬、5月 7日㈬ 午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

4 月 17 日㈭、5月 15 日㈭ 午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課
☎ 585 － 2213

4 月 9 日㈬、5月 14 日㈬ 午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課
☎ 583 － 2783

4 月 1 日㈫、6月 3日㈫ 午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課
☎ 584 － 1122

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日（祝日を除く）午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

4 月 3 日㈭、6月 5日㈭ 午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
5 月 16 日㈮、7月 18 日㈮ 午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
4 月 18 日㈮、6月 20 日㈮ 午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝日を除く）担当＝市民相談員
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週水・金曜日（祝日を除く）担当＝消費生活相談員
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝日を除く）担当＝くらしいきいき課職員
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分 電話で随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関す
る相談

4月 21 日㈪ 午前 10 時～午後 4時
担当＝税理士会会員 市役所西別館 201 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

納税相談 市税の納付と納付に関する
相談 毎月第 1日曜日 午前 9時～午後 4時 収税課、総合支所税務課 収税課

☎ 574 － 6639

人権
人権擁護委員による、生活
全般で感じた人権上の困り
ごとや悩みの相談

4月 10 日㈭、5月 12 日㈪ 午前 10 時～午後 3時 10 日＝市役所西別館 302 号室
12 日＝市役所西別館 201 号室

人権政策課
☎ 574 － 6643

4 月 21 日㈪、5月 20 日㈫ 午前 10 時～午後 3時 岡部総合支所 1階会議室

4月 21 日㈪、5月 20 日㈫ 午前 10 時～午後 3時 川本総合支所相談室

4月 21 日㈪、5月 20 日㈫ 午前 10 時～午後 3時 花園総合支所 203 号室

L・フォルテ
相談室 心や体、ＤＶの悩みなど 4月 19 日㈯、5月 17 日㈯ 午前 11 時～午後 3時

予約制 Ｌ・フォルテ 2階研修室Ｂ Ｌ・フォルテ
☎ 573 － 4761

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日＝午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝日を除く）内職・就職は予約制

産業会館 3階商工振興課隣
の会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など 4月 3日㈭・20 日㈰、5月 1日㈭ 午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

エイズ相談・
エイズ検査

エイズなどに関する相談
と血液検査　予約制
※原則無料・匿名可
※即日検査は採血後 60 分で
結果が分かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、
梅毒検査（無料）、クラミジア
検査（有料）も受検できます

エイズ即日検査 4月 3日㈭、5月 1日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ夜間検査 4月 3日㈭、5月 1日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
4月 22 日㈫、5月 27 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

精神保健
福祉相談

精神科医師による精神保健
福祉に関する相談　予約制 5 月 13 日㈫ 午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談
予約制 毎月第 1・3・4水曜日 午後 1時～ 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）
県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
交通事故相談

家庭の困りごとや交通事
故相談 毎週月～金曜日 午前 9時～午後 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）

県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506
（県民相談）
☎ 521 － 7300
（交通事故相談）

虐待が疑われる子どもを見つけた場合は、 ホットライン
へご連絡ください。
ホットライン　☎ 574 － 3000（市役
所本庁舎家庭児童相談室内）

とき　毎週水曜日午後１時～４時（4月30日㈬はお休みです）
ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室
対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎ 573 － 4761・火曜日休館）へ

アドバイス＆相談

深谷市子どもの虐待防止ホットライン深谷市子どもの虐待防止ホットラインL・フォルテ子育て支援軽運動室開放L・フォルテ子育て支援軽運動室開放



2223 ※渋澤栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。          夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

　

こ
の
地
方
で
は
、
冬
の
間
北
天
に
そ
び

え
る
赤
城
山
か
ら
吹
き
下
ろ
す
北
風
を
赤

城
颪
と
呼
ぶ
。

　

三
日
間
吹
き
荒
れ
た
赤
城
颪
が
、
よ
う

や
く
治
ま
っ
た
こ
の
日
、
儀ぎ
は
ち八
は
大
き
く

張
り
出
し
た
額
の
下
か
ら
、
樫
の
実
の
よ

う
な
真
ん
丸
の
目
を
覗の
ぞ

か
せ
、
利
根
川
の

下
流
か
ら
来
る
で
あ
ろ
う
船
影
を
探
し
て

い
た
。

　

江
戸
と
北
関
東
を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
る

利
根
川
水
運
。な
か
で
も
中
瀬
の
河
岸
は
、

遠
く
江
戸
か
ら
の
荷
が
陸
揚
げ
さ
れ
、
陸

路
で
秩
父
方
面
に
向
か
う
荷
や
、
小
舟
に

乗
せ
換
え
ら
れ
さ
ら
に
上
流
に
向
か
う
荷

が
集
積
し
、
多
く
の
人
々
が
集
ま
る
要
よ
う
し
ょ
う衝

の
地
で
あ
る
。

　

儀
八
は
、
江
戸
の
風
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
こ
の
中
瀬
の
河
岸
が
大
好
き
だ
っ
た
。

　
「
兄
さ
ー
、
船
が
見
え
た
ぞ
」

　
「
お
う
、
安や
す
べ
え

兵
衛
に
伝
え
て
く
る
、
お

前
は
そ
こ
で
待
っ
て
ろ
」
そ
う
言
い
残

し
、
一
目
散
に
走
り
だ
し
た
兄
勘か
ん
す
け助
の
後

姿
を
横
目
に
見
て
、
儀
八
は
樹
上
で
の
つ

か
の
間
の
読
書
を
楽
し
む
た
め
、
も
う
何

度
と
な
く
読
み
返
し
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ

た
書
物
を
懐
ふ
と
こ
ろか
ら
取
り
出
し
た
。

赤あ
か
ぎ
お
ろ
し

城
颪
の
こ
ろ

　

勘
助
と
儀
八
の
兄
弟
は
、
農
作
業
が

一
段
落
す
る
冬
場
に
な
る
と
、
勘
助
の

友
で
あ
る
斎
藤
安
兵
衛
の
求
め
に
応
じ

て
、
斎
藤
家
の
家
業
を
手
伝
う
た
め
に

通
う
こ
と
を
常
と
し
て
い
た
。
中
瀬
村

延
命
地
に
在
す
る
斉
藤
家
は
、
金
融
業

を
営
む
一
方
で
、多
く
の
田
畑
を
持
ち
、

数
十
人
の
使
用
人
を
使
う
近
郷
き
っ
て

の
素そ
ほ
う
か

封
家
で
あ
る
。

　

船
問
屋
か
ら
、
到
着
し
た
ば
か
り

の
荷
を
受
け
取
り
、
や
っ
と
の
思
い
で

斎
藤
家
ま
で
運
び
終
え
る
と
安
兵
衛
は

「
ま
た
、
吹
き
出
し
て
き
た
し
、
今
日

は
こ
の
ぐ
ら
い
に
し
と
く
べ
ぇ
」
と
勘

助
に
声
を
か
け
、
賃
金
を
握
ら
せ
た
。

「
そ
う
さ
な
、
上
が
ら
さ
せ
て
も
ら
お

う
か
い
。お
い
儀
八
そ
ろ
そ
ろ
帰
る
ぞ
」

既
に
と
っ
ぷ
り
と
日
は
暮
れ
、
赤
城
颪

が
頬
を
叩
い
て
い
る
。

　

こ
ん
な
と
き
兄
弟
は
、
吸
い
込
ま
れ

そ
う
な
暗
闇
と
吹
き
荒
ぶ
赤
城
颪
に
負

け
な
い
よ
う
に
、
い
つ
の
ま
に
か
覚
え
て

し
て
し
ま
っ
た
漢
詩
の
一
節
を
声
高
に

諳そ
ら
ん
じ
な
が
ら
家
路
に
つ
く
の
だ
っ
た
。

　

時
に
西
暦
一
八
一
○
年
、
後
に
可
堂

を
号
す
る
こ
と
に
な
る
儀
八
が
ま
だ
七

歳
の
冬
の
こ
と
で
あ
る
。

心の広場

　

 　

人
は
、
小
さ
な
頃
か
ら
瓦
が

　
　

 

生
活
の
一
部
だ
っ
た
。
父
親

の
代
で
4
代
目
。
明
戸
小
学
校
の

低
学
年
の
頃
か
ら
積
み
込
み
や
、

プ
レ
ス
の
手
伝
い
を
し
て
き
た
。

そ
れ
が
嫌
な
時
も
あ
っ
た
が
、
そ

れ
を
す
る
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た
。

つ
の
瓦
は
硬
く
、よ
く
焼
き
締
ま
り
、

自
重
が
あ
る
。
故
に
近
年
で
は
屋
根

を
葺
く
素
材
と
し
て
は
敬
遠
さ
れ
が

ち
だ
。
そ
の
瓦
の
道
に
敢
え
て
突
き

進
む
兄
弟
が
い
る
。
瓦
職
人
、
植
竹

弘
則
・
植
竹
正
和
。

　

二
人
は
瓦
作
り
を
、
宿
命
と
呼
ぶ
。

　
　

 

色
に
輝
く
瓦
は
、
上
品
で
静せ
い

　
　

 

謐ひ
つ

な
感
を
醸
し
出
す
。
焼
成

前
の
瓦
は
、
あ
た
か
も
し
な
や
か
な

銀
細
工
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
よ
う

だ
。
し
か
し
、
実
際
に
は
一
つ
ひ
と

　

兄
の
弘
則
は
大
学
で
建
築
を
学

び
、
東
京
で
一
般
の
企
業
に
就
職

し
た
。
し
か
し
、
家
を
継
ぐ
こ
と

が
前
提
の
就
職
だ
っ
た
。　

　

弟
の
正
和
は
高
校
を
卒
業
す
る

と
瓦
の
道
に
入
っ
た
。
他
県
や
技

術
に
優
れ
た
市
内
の
瓦
工
場
な
ど

で
４
年
間
の
修
行
を
経
て
、
家
業

を
継
い
だ
。

左が弟の正和さん、右が弘則さん

銀
色
に
輝
く
宿
命
　植

う え た け

竹　弘
ひ ろ の り

則

　

二
人
は
進
路
に
悩
む
こ
と
は

あ
っ
た
が
、
結
論
は
初
め
か
ら
一
つ

だ
っ
た
。
伝
統
を
継
ぐ
と
い
え
ば
簡

単
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
或

る
力
を
感
じ
て
の
結
論
だ
っ
た
。

　　
　

を
生
活
の
「
根
」
の
部
分
と
し

　
　

て
続
け
る
た
め
、
逆
に
瓦
作
り

以
外
の
仕
事
も
こ
な
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
二
人
は
「
た

と
え
困
難
な
道
で
も
、
瓦
以
外
の
選

択
肢
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と
即
答
す

る
。

　

瓦
が
建
築
の
素
材
と
し
て
優
れ
、

そ
の
良
さ
を
知
り
尽
く
し
て
い
る
二

人
。
だ
か
ら
、
た
と
え
他
で
作
ら
れ

た
瓦
で
も
、
甍い
ら
かの
波
を
見
る
だ
け
で

嬉
し
く
な
る
。
そ
の
気
持
ち
が
「
続

け
る
価
値
」
と
し
て
、
二
人
の
胸
に

輝
き
放
っ
て
い
る
。

進
路
の
結
論

銀銀

二二

さ
ん

宿　
　

命

続
け
る
こ
と
の
価
値

瓦瓦夢
七
訓

　

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し　
　

　

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に　

幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

　植竹　正
ま さ か ず

和 さ
ん

わ
い
い
な
。」

と
大
よ
ろ
こ
び
で
、
何
ま
い
も
し
ゃ
し

ん
を
と
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

ち
ょ
っ
と
は
ず
か
し
い
け
ど
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
の
さ
い
ご
の
お
わ
か

れ
の
時
に
、
お
ね
え
ち
ゃ
ん
と
手
紙
を
書

き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、た
く
さ
ん
の「
あ

り
が
と
う
。」
を
も
ら
っ
た
の
で
、「
あ
り

が
と
う
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
大
す
き
。」
と

書
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
よ
ろ
こ
ん
で
い
る
よ
。

あ
り
が
と
う
。」

と
言
い
ま
し
た
。
わ
た
し
が
、
や
さ
し
い

こ
と
や
し
ん
せ
つ
な
こ
と
を
す
る
と
、
お

母
さ
ん
た
ち
も
う
れ
し
く
な
る
ん
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、「
あ
り
が
と
う
」っ

て
、
力
が
わ
い
た
り
や
さ
し
く
な
れ
た
り

す
る
ま
ほ
う
の
こ
と
ば
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

で
っ
か
い
じ
い
ち
ゃ
ん
、
天
国
で
お
さ

ん
ぽ
し
て
い
ま
す
か
。
し
ゃ
し
ん
を
た
く

さ
ん
と
っ
て
い
ま
す
か
。
わ
た
し
は
、
す

こ
し
せ
も
の
び
て
力
も
強
く
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
、
大
き
く
な
れ
ば
、
車
い

す
も
も
っ
と
上
手
に
お
せ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
ま
っ
て
い
る
人
や
体
の
ふ
じ
ゆ
う

な
人
の
お
手
つ
だ
い
を
し
た
い
で
す
。
お

じ
い
ち
ゃ
ん
の
よ
ろ
こ
ん
だ
か
お
と
「
あ

り
が
と
う
」
を
思
い
出
し
て
、
た
く
さ

ん
の
人
に
し
ん
せ
つ
に
し
て
あ
げ
た
い
で

す
。

　

で
っ
か
い
じ
い
ち
ゃ
ん
、「
あ
り
が
と

う
」
を
教
え
て
く
れ
て
、「
あ
り
が
と
う
」

お
じ
い
ち
ゃ
ん
が

教
え
て
く
れ
た
あ
り
が
と
う

藤
沢
小
学
校
３
年

う
じ
家い

え  

の
ぞ
み

　

わ
た
し
に
は
、
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
い

ま
し
た
。
わ
た
し
が
、
一
年
生
の
二
月
に
天

国
に
い
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、「
で
っ
か

い
じ
い
ち
ゃ
ん
。」
と
よ
ん
で
い
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
目
や
こ
し
が
わ
る

く
て
、
何
回
も
入
い
ん
し
て
手
じ
ゅ
つ
を
し

て
い
ま
し
た
。
足
も
わ
る
く
て
、
ベ
ッ
ト
に

い
る
こ
と
が
お
お
か
っ
た
で
す
。
一
人
で
は

あ
る
け
な
い
の
で
車
い
す
に
の
っ
て
い
ま
し

た
。

　

わ
た
し
は
、
何
ど
も
車
い
す
を
お
す
お
手

つ
だ
い
を
し
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
の

せ
た
車
い
す
は
と
て
も
お
も
い
で
す
。
そ
ん

な
時
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

「
あ
り
が
と
う
。
の
ぞ
み
は
力
も
ち
だ
な
。」

と
ニ
コ
ニ
コ
わ
ら
っ
て
ほ
め
て
く
れ
る
の

で
、
力
が
わ
い
て
き
ま
す
。
お
母
さ
ん
も

「
あ
り
が
と
う
。
た
す
か
る
よ
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
わ
た
し
は
、
う
れ
し

く
て
、
く
す
ぐ
っ
た
い
よ
う
な
い
い
気
も
ち

に
な
り
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
し
ゃ
し
ん
を
と
る
の

が
、
す
き
で
し
た
。

わ
た
し
が
、
七
五
三
の
き
も
の
を
き
て
、

お
み
ま
い
に
い
っ
た
時
、

「
あ
り
が
と
う
。
よ
く
来
て
く
れ
た
ね
。
か

譲譲ゆ

ず

り

は

ゆ

ず

り

は葉葉
のの
賦賦ふふ

          

〜
桃
井
可
堂
伝
〜

〜
桃
井
可
堂
伝
〜



　

花
を
テ
ー
マ
に
し
た
各
種
教
室
が
い
っ
ぱ

い
！
こ
の
機
会
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
！

○
絵
手
紙
教
室

○
ボ
ト
ル
フ
ラ
ワ
ー
教
室

○
押
し
花
教
室

○
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

　

花
と
植
木
の
産
地
深
谷
な
ら
で
は
の
豊
富

な
品
ぞ
ろ
え
で
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

花
い
っ
ぱ
い
の
フ
ォ

ト
ス
ポ
ッ
ト
で
記
念

写
真
を
！
写
メ
ー
ル
で

お
友
達
に
送
っ
て
み
て

は
！

　

フ
ェ
ス
タ
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
レ
ン
ガ
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン

を
は
じ
め
、
ハ
ン
ギ
ン
グ

バ
ス
ケ
ッ
ト
、
コ
ン
テ
ナ

ガ
ー
デ
ン
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　

会
場
を
飾
っ
た

花
植
木
を
せ
り
市

で
大
放
出
！

　

さ
あ
、
あ
な
た

の
一
声
で
！

　

緑
の
芝
生
の
上
で
食
べ
る
と
お
い
し
さ
も

格
別
。

　

い
ろ
い
ろ
な
味
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

深
谷
山
野
草
会
主
催
の
山
野
草
展
を
開

催
。
清せ
い

楚そ

な
花
や
緑
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

　
地
元
の
花
生
産
農
家
の
若
手
が
、
小
学
生
以

下
を
対
象
に
格
安
（
５
０
０
円
）
で
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
教
室
を
開
催
！
各
回
30
人
、
お
早
め
に
電

話
で
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ふ
か
や
推
進
室
へ

26
日
①
午
前
10
時
〜　

②
午
後
１
時
30
分
〜

27
日
③
午
前
10
時
〜

主
催　

花
の
プ
リ
ン
ス
倶
楽
部
（
JA
ふ
か
や

鉢
物
研
究
会
青
年
部
）

　

ド
イ
ツ
人
の
ガ
ー
デ
ニ

ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
に
よ
る

レ
ン
ガ
積
み
体
験
教
室
。
実

際
に
レ
ン
ガ
積
み
の
体
験

が
無
料
で
で
き
ま
す
。
当
日

受
け
付
け
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

26
日
①
午
前
10
時
〜　

②
午
後
2
時
〜

27
日
③
午
前
10
時
〜

　

庭
が
な
い
と
あ
き
ら
め
な
い
で
！
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
上
で
も
立
派
な
庭
が
で
き
ま
す
。

実
際
に
つ
く
り
方
の
実
演
を
お
見
せ
し
ま
す
。

26
日
正
午
〜
（
参
加
自
由
、
お
気
軽
に
！
）

　

ス
テ
ー
ジ
も
フ
ェ
ス
タ

の
お
楽
し
み
の
一
つ
。
熱

気
あ
ふ
れ
る
ス
テ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■  発行／深谷市役所（秘書室　埼玉県深谷市仲町11番1号　☎571-1211・ｆ574-8531）
■  ｕhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

深谷市
モバイルサイト

ガーデンシティふかや推進室　☎ 551 － 5551

ガーデンシティニュース

Ｕ http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

自慢のできる美しいまち「ふかや」の実現へ！

「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。

国内最大規模のバラの祭典

[交通費、入場料、保険料、昼食付き ] 
お一人様　¥4,000

●とき：５月 15 日㈭
　午前 8時 30 分出発・午後 5時帰着予定
●集合：深谷ビッグタートル第 2駐車場
●会場：西武ドーム（所沢市）
●参加料：4,000 円（交通費、入場料、保険料、昼食代）
●募集人員：200人（応募多数の場合は抽選）
●申し込み：電話でガーデンシティふかや
推進室（☎ 551‐5551）へ

●申込期間：4月 7日㈪～ 30 日㈬

・・・花フェスタ協賛イベント・・・
ゴールデンウイークは深谷まるごと花フェスタ
花フェスタと一緒にお楽しみください！

第 10回 国際バラとガーデニングショウ見学格安バスツアー
2008.5.15 ㈭

4月 26日㈯
① 10:00-11:00  薫風香るコンテナづくり　　　　　　　　 ¥2,000 大

おお

嶋
しま

仁
ひとし

先生
② 11:30-12:30  春を彩るボックスアレンジフラワーづくり ¥1,500 酒

さか

井
い

和
かず

子
こ

先生
③ 13:00-14:00  心はずむ初夏のハンギングづくり　　      ¥2,000 ハッピークローバー FUKAYA
④ 14:30-15:30  庭先に春の風を…コンテナづくり　　　　 ¥2,000 久

く

保
ぼ

富
ふ

士
じ

夫
お

先生
４月 27日㈰
⑤ 10:00-11:00  春色のハンギングバスケットづくり           ¥2,000   ラ・パンセ
⑥ 11:30-12:30  プリザーブドフラワーオリジナル時計づくり ¥2,000   米

よね

山
やま

秀
しゅう

先生
※定員に達した場合、当日の参加申し込みはありません。事前予約をお願いします。
募集人員：各回 20 人　開催場所：フェスタメーン会場内特設テント（深谷城址公園）
申し込み：4月 7日㈪から電話でガーデンシティふかや推進室（☎ 551‐5551）へ

多彩な講師陣によるガーデニング教室
　

春
本
番
、
花
の
咲
き
乱
れ
る
季
節
、
深
谷

の
春
の
風
物
詩「
ふ
か
や
花
フ
ェ
ス
タ
＆
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
タ
」
の
時
期
に
な
り

ま
し
た
。
メ
ー
ン
会
場
の
城
址
公
園
で
は
、

格
安
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
が
開
催
さ
れ
る

ほ
か
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
グ
ッ
ズ
・
地
場
産
品

の
販
売
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
は
、
過
去
最
大
の
70
軒
が
オ
ー
プ
ン
予

定
。
丹
精
込
め
た
個
性
あ
ふ
れ
る
庭
が
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

事
前
申
し
込
み
受
け
付
け
開
始
！

■
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
も
必
見

■
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

■
キ
ッ
ズ
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室

■
本
場
ド
イ
ツ
の
レ
ン
ガ
積
み
教
室

■
コ
ン
ク
リ
の
上
で
も
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

■
各
種
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室

■
花
や
植
木
も
産
直
価
格
で
ご
提
供

■
フ
ラ
ワ
ー
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト

■
コ
ン
テ
ス
ト
出
品
作
品
を
一
挙
展
示

■
恒
例
「
せ
り
市
」
今
年
も
や
り
ま
す
！

■
花
よ
り
だ
ん
ご　

飲
食
エ
リ
ア
も
充
実

■
春
の
山
野
草
展
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